
 

 
 

１．避難については、町からは説明もない。おおい町が避難先だと初めて知った。 

・県外避難先がないことは問題だ。美浜町だけが他県の避難先がないのはどうしてか？ 

・行政は何もしてくれないので、家族で連絡先や連絡方法を決めている。区の集まりでも

防災についての住民の関心は薄い。 

・避難計画については、何か配布されたかもしれないがほとんど聞いていない。 

・避難先は知っているが、おおい町や大野市で避難と言えるのか。 

・避難訓練に参加したが、実際に事故が起きたら避難訓練通りにできるのか疑問がある。 

・住民説明会があったことも知らなかった。 

・おおい町には行かない。滋賀か奈良に逃げる。 

・子供のころ、津波の恐れがあるからと、裏山に駆け上がった記憶がある。（幸いその時は

問題なかったが）津波の可能性はあるので、避難の事も考えなければいけないなあ。 
 

２．美浜原発は 40 年超えてるし、原発動かしていいんか？ほんまにあかん！ 

・原発を不安に感じている。風向きや潮の流れは季節でも変わるし､朝夕でも変わる｡ 

・原発からはずっと悪い空気や漁業に悪い廃水が出ていると思う。事故が起こればこの地

域は混乱で逃げられるとは思えない。 

・関電の原発は全部止まっている。電気は足りてるのに古い原発を動かす必要はない。 

・原発で一番気にかかるのは核のゴミ。処分ができないし、持って行くところなどない。

プルサーマルも再処理工場も問題。汚染水海洋投棄も無責任。 
 

３．福島事故があったのだから再稼働しないでほしい。 

・福島原発事故のこと、土壌汚染などで 10 年近く経過しても生ま

れた町に戻れない現実を見聞きすると、たとえ避難できたとしても安心はない。 

・甥が浪江町にいた。今は帰れない。 

・昔、富岡町で福島第二原発の配管工事をしていた。作っているときに原発が良い悪いは

考えなかったが、今原発近くに住むと嫌なもんだと感じる。 

・国は放射能が出てから発表する。犠牲者が出た後にようやく。それではもう遅い。 
 

４．関電で仕事してきたから反対は言いにくいけど、避難や防災は大事な権利だから言う。 

・逃げられるとは思わないし､逃げようとも思わない。関電からお金もらって良い思いをし

た人が何人も亡くなっている。お金もらっても一代で終わり。子や孫はお金もらったこ

とをどう思うんかな。 

・原発は自分が子どもの頃からある。それはどうしようもない。賛成も反対もない。 

・老夫婦 2 人暮らし。事故が起きても避難できない。 

・原発事故で避難する事態までみんな考えていない。高齢者ばかりだから。原発があるか

らこの地域に若い人はいない。 

・話はわかるが、わしらにどうかせいと言われても難しい。あんたらが町に言ってくれ。 

・私ら原発に恩恵をたっぷり受けてしまっている立場なので、事故が起きても逃げません。 

・金品問題で関電に強い不信感を持った人は多い。 

・必要やけどいらん。 

 

町の皆さんの声･･･チラシを渡しながら、話を聞きました 

11 月上旬に町内全域でチラシ配布・戸別訪問 

2020.11.25  ふるさとを守る高浜・おおいの会 / 安全なふる里を大切にする会 / 避難計画を案ずる関西連絡会  


